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紀
長
谷
雄
「
延
喜
以
後
詩
序
」
私
注
⇔

〉
字
o
冨
o
口
肉
嵩
鱒
蒔
o
滉
軸
o
～
＜
叶
詳
冨
口

亘
｝
・
民
旨
O
甑
巴
m
O
（
N
）

　
後
　
　
藤
　
　
昭
　
　
雄

　
　
　
〉
匠
o
口
o
↓
o

（
昭
和
五
十
年
十
月
十
一
日
受
理
）

　
　
　
　
は
じ
め
に
、
「
延
喜
以
後
詩
序
」
の
本
文
を
、
「
私
注
」
の
そ
の
一
と
し
た
前
　
　
道
家
寳
誤
応
レ
焼
・
綱
租
常
吟
賞
・
以
為
＝
。
実
㌔
乗
レ
酔
執
浮
手
日
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
　
稿
⌒
「
静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
人
文
杜
会
科
学
篇
」
2
5
号
）
で
論
述
し
た
部
分
　
　
　
　
　
元
白
再
生
。
何
以
加
レ
焉
。
予
難
レ
知
レ
過
レ
実
。
猶
感
二
一
顧
一
。
故
伊
州
別

　
　
　
を
揖
き
下
し
文
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
承
け
る
本
稿
で
諭
及
す
る
部
分
を
原
文
の
　
　
　
　
　
駕
田
大
夫
作
二
当
代
之
詩
匠
一
。
昔
為
二
美
州
別
駕
一
。
秩
満
帰
洛
。
見
三
†
旧

　
　
　
ま
ま
い
掲
げ
て
お
く
．
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
章
一
。
即
語
レ
人
日
。
吾
始
不
レ
許
二
紀
秀
才
文
一
。
自
二
我
不
。
見
四
五
年
来
。

　
　
　
　
　
刊
＋
有
五
に
し
て
学
に
志
す
亮
八
に
也
て
頗
る
文
を
梯
る
を
知
る
・
字
　
　
竃
非
レ
茸
可
レ
謂
二
日
新
㌔
寛
平
年
中
・
田
大
夫
臥
レ
塁
亡
繭
越
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
　
に
援
助
無
く
、
未
だ
提
奨
に
遇
わ
ず
。
先
師
大
夫
は
当
時
の
秀
才
た
り
。
　
　
　
　
　
別
駕
商
大
夫
。
以
レ
文
見
レ
知
。
与
レ
予
相
善
。
迷
定
＝
交
於
筆
硯
之
間
一
。
遇
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
予
門
徒
に
列
す
と
鞭
も
、
未
だ
名
を
知
ら
る
る
に
及
ぱ
ず
。
瞭
に
北
堂
の
　
　
　
其
無
p
命
。
託
以
“
二
子
“
。
（
後
略
）

　
　
　
　
　
緒
生
群
飲
し
て
同
じ
く
幽
人
雅
水
に
釣
る
の
詰
を
賦
す
、
先
師
独
り
予
が

　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
も

　
　
　
　
　
詩
を
掘
き
て
曰
く
、
綴
韻
の
川
、
甚
だ
風
骨
を
得
た
り
と
。
此
の
一
言
に
　

⑨
適
予
が
大
極
殿
始
め
て
成
り
し
宴
集
の
詩
を
見
て
曰
く
、
意
わ
ざ
り
き

　
　
　
　
　
依
り
て
漸
く
声
価
を
増
す
・
姻
の
後
籔
僧
じ
て
、
遂
に
疎
遠
せ
ら
る
・
　
　
俳
の
人
の
洞
藻
雌
に
至
ら
ん
と
は
と
・
自
後
意
を
酔
け
、
当
．
相
い
寄
せ

　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ず

　
　
　
　
　
愉
6
3
年
噛
積
み
、
研
精
永
く
倦
む
．
・
貝
観
の
末
に
、
繊
か
に
進
士
の
科
に
　
　
　
　
　
和
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
登
る
．
故
牌
1
1
丞
相
喘
官
に
在
リ
し
日
、
復
た
同
門
に
党
す
る
も
、
未
だ
相
　
　
　
　
こ
れ
は
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
十
月
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
貞
観
十
八
年
四
月

　
　
　
　
　
僻
す
こ
と
有
ら
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
の
夜
の
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
も
の
の
修
復
が
行
わ
れ
て
い
た
の
が
、

　
　
　
　
　
適
1
ー
二
予
大
瀬
殿
始
成
宴
集
詩
一
云
．
不
レ
意
伊
人
詞
藻
至
レ
此
．
自
後
属
レ
意
。
　
　
　
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
『
三
代
実
録
』
の
そ
の
日
の
条
に
、
「
大
極
殿
成
る
。
右

　
　
　
　
　
警
寄
和
。
禦
㌔
出
仕
H
、
識
執
レ
政
、
毎
レ
重
文
窒
．
必
先
視
レ
草
。
　
大
更
諜
）
宴
を
朝
竃
含
章
堂
に
誰
輻
…
°
°
親
王
公
卿
、
百
寮
の
翼
，
蝦

ー
　
　
　
　
子
曲
口
怖
・
一
内
宴
］
い
賦
二
草
木
共
逢
p
春
詩
日
．
庭
増
コ
気
色
一
晴
沙
緑
。
林
変
“
一
　
　
　
く
会
す
、
大
学
の
文
章
生
等
を
喚
ぴ
て
、
詩
を
賦
せ
し
む
」
と
記
す
。
こ
の
日

　
　
　
　
　
容
輝
一
宿
雪
紅
、
苦
九
日
賦
具
菊
散
高
一
擢
金
一
赫
日
。
廉
士
路
中
疑
不
レ
拾
、
　
　
　
の
宴
躯
で
の
作
と
し
て
は
、
三
轡
消
行
の
詩
序
が
『
本
朝
文
粋
」
巻
九
に
、
菅



　
　
　
原
道
真
の
詩
が
認
1
1
家
文
草
』
巻
二
『
ぱ
）
に
残
る
。
そ
の
道
真
の
詩
に
、
「
日
　
　
　
な
っ
た
道
真
は
、
客
使
と
そ
の
接
待
に
当
っ
た
我
が
朝
の
文
人
達
と
の
唱
酬
詩

2
　
　
本
古
典
文
学
大
系
本
」
の
底
本
で
あ
る
「
藤
井
酬
斎
旧
蔵
本
」
に
は
「
扶
十
」
　
　
　
五
十
九
首
を
一
巻
に
編
ん
だ
。
こ
れ
に
冠
せ
た
序
が
、
前
稿
の
⑥
で
、
当
代
に

　
　
　
と
い
う
朱
注
が
付
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
『
扶
桑
集
』
巻
十
に
収
め
ら
　
　
　
お
け
る
学
閥
間
の
分
立
抗
争
の
風
潮
を
示
す
も
の
と
し
て
、
ま
た
⑧
で
は
、
そ

　
　
　
れ
て
い
た
こ
と
を
い
う
・
こ
の
集
が
類
題
に
よ
る
編
纂
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
　
の
裏
返
し
と
し
て
の
同
門
に
お
け
る
強
固
な
紐
帯
意
識
を
物
語
る
潟
と
し

　
　
　
て
長
谷
雄
の
詩
も
・
清
行
の
序
・
道
真
の
詩
な
ど
と
と
も
に
、
曇
桑
集
』
巻
　
て
、
叫
↓
麟
言
及
し
た
「
鴻
腫
贈
答
詩
序
」
（
『
菅
家
文
註
巻
七
．
攣
で
あ
る
。

　
　
　
＋
に
収
め
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
現
栞
は
こ
の
部
分
を
欠
き
、
道
真
　
含
三
で
墨
と
り
上
げ
れ
ば
、
長
谷
雄
も
、
こ
の
時
、
掌
渤
馨
使
、
唐
名

　
　
　
の
賞
識
を
得
た
と
い
う
長
谷
雄
の
詩
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
　
　
　
で
い
う
典
客
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
（
三
袋
録
」
元
慶
七
年
四
月
二
日
条
）
、
道
真
が
、

　
　
　
　
自
後
属
意
・
数
相
寄
和
・
こ
の
語
を
例
証
す
る
詩
文
は
数
篇
が
残
っ
て
い
る
。
　
そ
の
「
鴻
櫨
贈
答
詩
」
に
詩
作
を
収
め
た
本
朝
の
詩
人
は
、
道
真
を
は
じ
め
、

　
　
　
現
存
す
る
作
品
は
数
篇
で
あ
り
、
「
劉
］
の
文
字
に
は
背
く
が
、
そ
の
内
容
は
、
　
　
　
長
谷
雄
、
嶋
田
忠
臣
・
坂
上
茂
樹
、
さ
訪
に
［
江
郎
中
」
（
未
詳
）
の
五
人
で

　
　
　
道
真
の
、
同
門
の
俊
足
長
谷
雄
に
対
す
る
属
望
を
よ
く
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
道
真
は
こ
れ
を
「
吾
が
党
の
五
人
」
と
呼
ぷ
。
こ
の
こ

　
　
　
　
年
代
を
追
っ
て
ぞ
と
、
ま
ず
『
菅
家
文
草
』
の
排
列
か
ら
推
し
て
、
元
慶
　
と
と
、
序
文
の
末
尾
近
く
に
記
さ
れ
た
「
殊
に
恐
る
セ
は
、
湯
勒
に
預
か

£
　
　
六
年
（
八
八
二
）
の
作
で
あ
る
巻
二
所
収
の
9
4
「
詩
を
吟
ず
る
こ
と
を
勧
め
て
、
　
　
　
ら
ざ
る
者
、
こ
れ
を
見
て
笑
い
、
こ
れ
を
聞
き
て
嘲
け
ら
ん
。
嵯
呼
、
文
人
相

理
紀
秀
才
に
寄
す
」
が
あ
る
二
紀
秀
才
」
は
、
時
に
文
章
得
董
で
あ
っ
た
長
谷
　
い
軽
ん
ず
．
証
集
哲
に
待
た
ん
の
み
L
と
い
う
、
こ
の
賦
詩
の
場
に
加
わ
る

昭
雄
を
唐
名
で
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
の
で
き
な
か
っ
矢
ぴ
と
か
ら
浴
び
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
、
つ
批
難
へ
の
纏

藤
　
　
　
文
章
得
業
生
に
長
谷
雄
が
補
せ
ら
れ
た
の
は
、
大
極
殿
落
成
の
宴
集
が
行
わ
　
　
　
の
文
字
と
を
併
せ
読
め
ぱ
、
こ
こ
に
は
他
の
人
ぴ
と
を
排
斥
し
て
仲
間
う
ち
だ

後
　
　
れ
た
の
と
同
じ
元
慶
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
年
の
十
一
月
二
十
日
の
日
付
　
　
　
け
で
一
箇
の
詩
集
を
成
す
と
い
う
、
排
他
的
独
善
的
な
身
内
意
識
を
看
取
す
る

　
　
　
を
も
つ
、
式
部
少
輔
文
章
博
士
菅
原
道
真
の
名
で
出
さ
れ
た
、
長
谷
雄
を
文
章
得
　
　
　
　
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
業
生
に
充
て
る
旨
の
牒
状
が
、
「
菅
家
文
草
』
巻
十
⌒
刷
）
に
録
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
前
条
（
⑧
）
に
お
い
て
は
、
な
お
「
同
門
に
党
す
る
も
、
未
だ
相
許
す
こ
と

　
　
　
　
さ
て
・
そ
の
道
真
の
詩
に
は
、
詩
題
に
注
記
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
　
　
　
有
ら
ず
」
と
述
べ
る
段
階
に
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
至
れ
ば
、
長
谷
雄
は
、
す
で

　
　
　
道
真
の
長
谷
雄
に
寄
せ
る
「
属
意
」
の
大
き
さ
が
顕
著
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
す
　
　
　
　
に
菅
家
門
の
一
貝
と
し
て
、
道
真
か
ら
緊
密
な
一
体
感
の
も
と
に
遇
さ
れ
て
い

　
　
　
で
に
前
稿
の
⑥
に
引
用
し
て
い
る
の
で
、
再
び
引
く
こ
と
は
省
略
す
る
。
詩
と
　
　
　
る
。

　
　
　
併
せ
て
そ
の
大
意
を
摘
め
ぱ
、
徒
ち
に
議
論
を
争
う
こ
と
に
明
け
暮
れ
し
て
、
　
　
　
　
次
に
論
及
す
べ
き
は
、
皿
「
詩
情
怨
、
菅
著
作
に
呈
し
、
兼
ね
て
紀
秀
才
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
め

　
　
　
他
人
を
中
傷
し
て
飽
か
ぬ
儒
家
を
批
難
し
、
そ
う
し
た
当
代
の
風
潮
の
中
に
　
　
　
視
す
」
で
あ
る
。
「
鴻
膿
贈
答
詩
序
」
と
内
容
の
上
か
ら
も
、
ま
た
時
聞
的
に
も

　
　
　
あ
っ
て
・
ひ
た
す
ら
純
粋
な
詩
人
と
し
て
精
進
す
る
こ
と
を
強
く
長
谷
雄
に
期
　
　
　
連
接
す
る
。
こ
の
詩
序
で
、
道
真
が
周
囲
か
ら
浴
び
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
予

　
　
　
待
し
て
い
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
感
し
た
批
難
嘲
笑
は
果
し
て
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
、
そ
の
身
に
集
中
し
た
の

　
　
　
　
つ
い
で
、
翌
元
慶
七
年
（
八
八
三
）
四
月
入
朝
し
た
渤
海
使
を
め
ぐ
る
一
連
の
　
　
　
で
あ
る
。

　
　
　
詩
文
が
あ
る
・
こ
の
時
、
臨
時
に
治
部
大
輔
の
職
務
を
行
い
、
接
伴
の
中
心
に
　
　
　
　
　
去
歳
世
驚
作
詩
巧
　
去
歳
世
は
驚
く
詩
を
作
る
こ
と
の
巧
み
な
る
に



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
し

　
　
　
　
　
今
年
人
講
作
詩
拙
　
今
年
人
は
諦
る
詩
を
作
る
こ
と
の
拙
き
こ
と
を
　
　
　
　
　
菅
野
惟
肖
と
と
も
に
、
「
紀
秀
才
」
、
紀
長
谷
雄
に
呈
示
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
し
ゆ

　
　
　
　
　
鴻
櫨
館
裏
失
棚
珠
　
鴻
櫨
館
裏
醐
珠
を
失
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
る
。
「
文
人
相
い
軽
ん
ず
」
時
代
風
潮
の
渦
中
に
立
た
さ
れ
た
道
真
が
、

　
　
　
　
　
卿
相
門
前
警
雪
卿
相
纏
白
雪
を
歌
、
つ
　
，
　
　
　
　
そ
の
真
情
を
吐
嚇
路
す
る
こ
と
の
で
き
る
相
手
と
し
て
長
谷
雄
を
選
び
と
っ
て
い

　
　
　
　
　
非
顕
名
腿
匿
名
貴
名
を
顕
し
た
る
は
賎
し
ー
名
を
圏
し
た
る
は
賞
き
に
　
る
の
で
あ
る
。
長
谷
雄
は
す
で
に
道
真
の
＋
分
な
信
頼
を
獲
得
し
て
い
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
コ
　
ヰ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
1
寸
　
　
t
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
の
考
察
の
対
象
止
し
た
詩
文
の
う
ち
、
「
鴻
腿
贈
答
詩
序
」
を
除
く
、
「
勧

　
　
　
　
　
非
先
作
優
後
作
劣
　
先
の
作
は
優
れ
後
の
作
は
劣
れ
る
に
非
ず
　
　
　
　
　
　
　
吟
詩
」
「
詩
惜
怨
」
「
有
所
思
」
は
、
8
7
「
博
士
難
」
な
ど
と
と
も
に
、
元
慶
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ま
び
す

　
　
　
　
　
一
人
開
ロ
万
人
喧
　
一
人
口
を
開
け
ば
万
人
喧
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
の
父
是
善
の
死
後
に
お
け
る
家
塾
菅
家
廊
下
の
主
宰
者
と
し
て
、
ま
た
こ
れ

　
　
　
　
　
賢
者
出
言
愚
者
悦
　
賢
者
言
を
出
せ
ぱ
愚
者
悦
ぷ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
早
く
そ
の
官
に
あ
っ
た
文
章
博
士
と
し
て
、
公
私
に
亙
っ
て
の
翰
林
の
領

　
　
　
　
　
：
：
・
，
　
　
　
　
　
…
：
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
導
者
と
し
て
、
歩
を
進
め
つ
つ
あ
っ
た
道
真
の
、
詩
人
と
し
て
の
姿
勢
、
あ
る

胴
　
　
　
こ
の
詩
は
、
鴻
順
贈
答
詩
の
こ
と
と
共
に
、
「
去
歳
」
す
な
わ
ち
元
慶
六
年
、
　
　
　
い
は
そ
の
心
的
構
造
を
う
か
が
い
知
る
上
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
作
口
㎜
と
し

醐
道
真
の
身
辺
に
起
っ
た
；
の
事
件
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
そ
れ
は
「
菅
家
文
草
』
　
て
、
従
来
論
及
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
詩
篇
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
「
勧
吟
詩
」

雛
の
詩
を
、
遡
っ
て
読
み
進
む
な
か
で
凹
ら
か
に
な
る
。
　
　
　
　
　
「
詩
欝
心
」
の
二
首
が
、
と
も
に
紀
長
谷
雄
に
示
す
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で

繊
　
　
　
巻
二
に
9
8
「
思
う
所
有
り
」
と
題
す
る
詩
が
あ
り
こ
れ
に
付
し
た
自
注
に
い
う
、
　
　
　
あ
る
こ
と
は
、
本
稿
の
趣
旨
の
上
か
ち
、
改
め
て
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
し

靭
　
　
　
　
元
慶
六
年
の
夏
の
末
、
匿
詩
有
り
。
藤
納
言
を
誹
る
。
納
言
詩
意
の
凡
な
　
　
　
そ
う
し
て
、
そ
う
考
え
れ
ば
、
「
有
所
思
」
に
お
い
て
も
、
そ
の
末
尾
に
近
く
・

噸
　
皇
・
る
を
見
て
、
藁
の
博
士
か
と
疑
．
つ
．
余
甚
だ
こ
れ
を
懸
ず
．
命
な
　
「
内
に
兄
弟
の
相
語
る
べ
き
も
の
な
し
・
外
に
故
人
羅
群
知
れ
る
ひ
と
有
り
・

榔
　
　
る
か
な
天
な
る
か
な
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
無
兄
弟
可
相
語
。
外
有
故
人
意
相
知
」
と
い
う
、
そ
の
憲
相
知
れ
る
故
人
v

時
　
咋
元
慶
六
年
、
「
藤
納
還
を
誹
諦
す
る
匿
名
の
詩
が
擶
に
流
れ
、
そ
の
出
　
の
天
長
谷
讐
想
定
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
恣
意
的
な
附
会
と
は
い
え
な

紀
　
　
来
・
映
え
の
非
凡
さ
か
ち
文
章
博
士
．
の
道
真
に
嫌
疑
が
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
い
で
あ
ろ
う
・

　
　
　
こ
れ
に
対
し
て
道
真
は
、
詩
人
と
し
て
の
折
持
の
も
と
に
、
十
八
韻
の
詩
篇
「
有

　
　
　
所
思
」
一
首
に
托
し
て
自
己
の
潔
白
を
、
天
紳
地
帆
に
か
け
て
、
主
張
す
る
・
　

⑩
予
が
出
で
仕
う
る
に
及
ん
で
、
丞
相
政
を
執
れ
り
・
文
会
有
る
毎
に
・
必

　
　
　
　
引
用
し
た
、
詩
の
日
頭
の
部
分
は
、
そ
の
藤
納
膏
中
儲
事
件
と
鴻
臓
贈
答
詩
　
　
ず
先
ず
草
を
裾
す
・

　
　
　
の
事
と
を
、
対
偶
と
し
、
ま
空
句
の
中
で
対
比
さ
せ
て
璽
て
い
る
・
　
　
　
長
谷
雄
の
文
人
官
僚
と
し
て
の
出
発
は
、
元
慶
八
年
（
八
八
理
の
讃
岐
撫
に

　
　
　
　
』
年
は
そ
の
酵
の
巧
み
さ
か
ら
、
「
藤
納
直
中
傷
の
曇
易
作
者
の
疑
い
　
始
ま
る
が
（
「
公
卿
補
任
』
延
竺
年
条
）
、
そ
の
；
前
の
階
梯
と
し
て
・
元
慶

　
　
　
を
か
け
ら
れ
、
今
年
は
全
ぐ
逆
に
、
鴻
臓
贈
答
瀞
が
拙
劣
で
あ
る
と
の
非
雌
を
　
七
年
、
前
述
の
、
渤
海
使
と
蒋
作
の
唱
酬
を
行
な
い
、
ま
た
道
真
か
ら
「
詩
惜

　
　
　
浴
び
せ
ち
れ
た
の
で
あ
る
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
怨
」
を
呈
さ
れ
た
そ
の
年
の
＋
二
月
、
対
策
に
、
丁
第
を
も
っ
て
及
第
し
た
（
三

3
　
さ
て
、
当
而
の
間
題
に
則
し
て
い
、
エ
ぱ
、
・
あ
よ
う
な
ま
こ
と
に
恐
意
的
な
　
代
実
欝
元
慶
七
年
＋
二
旦
一
＋
七
日
条
）
・
そ
の
聞
頭
博
士
と
な
っ
た
の
は
道
真

　
　
　
世
俗
の
嫉
祝
燐
富
に
対
し
て
護
を
鵡
え
る
こ
の
詩
は
、
「
藷
作
」
、
大
内
記
　
で
、
長
谷
雄
輌
し
た
策
問
、
颪
俗
に
通
ぜ
よ
」
態
応
を
礎
わ
れ
」
の
二
条



　
　
　
が
、
「
菅
家
文
草
』
巻
八
に
収
め
ら
れ
て
い
る
．
だ
が
長
谷
雄
の
対
文
は
珠
し
て
　
　
　
と
し
て
の
歩
み
を
進
め
て
行
っ
た
な
か
で
、
道
真
も
つ
い
に
は
朝
政
の
柄
を
執

4
　
　
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
答
案
に
対
し
て
道
真
は
丁
第
の
成
績
を
与
え
て
　
　
　
る
に
至
っ
た
、
と
い
う
、
か
な
り
大
き
な
時
欄
の
幅
を
含
む
も
の
と
理
解
し
な

　
　
　
い
る
。
丁
第
は
「
考
課
令
」
に
、
及
第
の
成
績
を
、
上
上
・
上
中
．
上
下
．
中
　
　
　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
上
と
分
け
る
の
の
、
中
上
に
当
る
、
及
第
の
う
ち
で
は
蹟
下
位
の
成
績
で
あ
る
。
　
　
　
　
従
っ
て
、
以
下
、
長
谷
雄
が
官
人
と
し
て
の
歩
み
を
始
め
る
元
慶
八
年
か
ら
、

　
　
　
し
か
し
、
こ
れ
は
そ
れ
ほ
ど
不
名
楼
な
成
績
で
は
な
い
、
と
い
う
の
は
、
当
時
　
　
　
道
真
が
右
大
臣
に
任
ぜ
ち
れ
る
昌
泰
二
年
ま
で
を
範
囲
と
し
て
、
標
掲
の
文
章

　
　
　
の
対
策
の
譜
う
糀
は
は
な
は
だ
峻
厳
で
、
む
し
ろ
普
通
の
成
紐
と
い
っ
て
よ
い
。
　
　
　
　
の
参
考
と
な
り
得
べ
き
事
項
に
限
っ
て
、
略
年
譜
と
し
て
示
す
。

　
　
　
資
料
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
も
、
菅
原
是
善
（
「
続
日
本
後
紀
』
承
和
六
年
十
一
月
　
　
　
　
長
谷
雄
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
つ
一
つ
を
、
典
拠
を
呈
示
し
て
述
べ

　
　
　
五
日
条
）
、
道
真
（
『
三
代
実
録
」
貞
観
十
二
年
九
月
十
一
B
条
）
と
も
に
丁
第
で
あ
　
　
　
る
，
な
お
、
そ
の
典
拠
は
次
の
ご
と
く
略
称
す
る
。

　
　
　
－
ー
、
山
田
春
城
（
「
文
徳
実
遼
天
安
二
年
六
月
二
＋
日
条
）
、
菅
野
惟
肖
・
藤
原
佐
　
　
　
『
公
卿
補
任
』
莚
喜
二
年
条
）
1
〔
公
〕
『
外
記
補
任
〒
〔
外
〕
言
本
紀
略
』

　
　
　
世
（
「
都
氏
文
集
』
巻
五
）
、
三
善
清
行
⌒
「
公
卿
舗
任
」
延
喜
十
七
年
条
）
な
ど
は
、
　
　
　
ー
〔
紀
〕

　
　
　
一
度
は
不
第
と
さ
れ
、
の
ち
改
判
し
て
丁
第
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
　
　
　
　
紀
年
の
下
に
記
し
た
年
齢
は
、
長
谷
雄
の
そ
れ
で
あ
る
と
と
も
に
、
道
真
の

雄
　
わ
ず
か
に
春
澄
善
縄
が
、
「
義
甚
だ
高
し
」
と
し
て
丙
第
に
処
か
れ
て
い
る
例
が
　
年
齢
で
も
あ
る
。

｛
　
　
あ
る
（
「
三
代
実
録
』
貞
観
十
二
年
二
月
十
九
日
条
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
今
は
「
文
会
有
る
毎
に
、
必
ず
先
ず
草
を
視
す
」

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

ー
　
　
　
ま
た
長
谷
雄
は
、
こ
の
対
策
及
第
に
伴
い
、
榊
旨
に
従
っ
て
三
階
を
加
進
さ
　
　
　
　
の
記
述
に
関
わ
る
長
谷
雄
・
道
真
両
者
に
亙
る
文
事
の
み
に
つ
い
て
述
べ
る
。

藤
　
　
れ
・
従
七
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
真
の
経
歴
・
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
川
口
久
雄
氏
の
「
臥
本
古
典
文
学
大
系
」

後
　
　
　
及
予
出
仕
、
丞
相
執
政
。
こ
の
一
文
は
、
卒
然
と
読
め
ぱ
、
長
谷
雄
が
対
策
　
　
　
　
『
菅
家
文
草
菅
家
後
集
』
所
載
「
菅
原
道
真
年
表
」
に
多
く
を
負
う
。
従
っ
て

　
　
　
に
及
第
し
て
官
途
に
就
い
た
時
、
あ
た
か
も
道
真
は
、
廟
堂
の
中
心
的
位
置
を
　
　
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
典
拠
を
示
す
こ
と
は
省
略
す
る
。

　
　
　
占
め
て
朝
政
に
参
画
し
て
い
た
、
と
解
さ
れ
る
が
、
尖
は
そ
う
で
は
な
い
。
長

　
　
　
谷
雄
の
官
人
と
し
て
の
出
発
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
元
慶
八
年
に
あ
る
が
、
こ
　
　
　
O
元
慶
八
年
　
四
〇
歳

　
　
　
の
時
、
道
真
は
な
お
従
五
位
上
式
部
少
輔
兼
文
章
博
士
加
3
1
権
守
の
位
官
に
あ
　
　
　
　
五
月
二
十
六
日
、
讃
岐
措
に
任
ぜ
ら
れ
る
（
〔
公
〕
）
。
道
真
は
、
こ
の
時
、
従

　
　
　
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
か
か
る
道
真
を
「
執
政
」
と
い
う
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
　
　
　
　
五
位
上
式
部
少
輔
兼
文
章
博
士
加
賀
権
守
。

　
　
　
い
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
こ
の
措
辞
は
、
中
国
の
典
籍
ま
た
我
が
国
の
史
料
に
お
　
　
　
O
仁
和
二
年
　
四
二
歳

　
　
　
け
る
用
語
に
徴
し
て
も
・
昌
泰
二
年
の
任
右
大
臣
と
厳
密
に
規
定
す
る
こ
と
は
　
　
　
　
正
月
二
十
六
日
、
少
外
記
に
任
ぜ
ら
れ
る
（
〔
公
〕
〔
外
〕
）
。
同
ヒ
日
、
道
真
は

　
　
　
措
く
と
し
て
も
、
そ
の
前
々
年
寛
平
九
年
に
権
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
、
大
納
言
　
　
　
　
讃
岐
守
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

　
　
　
の
時
平
と
並
び
立
っ
て
朝
政
の
柄
を
執
っ
た
段
階
あ
た
り
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
　
　
　
　
○
仁
和
四
年
　
四
四
歳

　
　
　
う
・
と
す
る
と
、
「
及
予
出
仕
、
丞
相
執
政
」
は
、
事
実
に
照
ら
せ
ぱ
、
長
谷
雄
　
　
　
　
十
一
月
二
十
五
日
、
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
る
⌒
〔
公
〕
〕
。
『
外
記
補
任
』
に
拠

　
　
　
が
官
途
に
就
い
た
と
い
・
三
時
点
を
い
う
の
で
は
な
ー
、
長
谷
雄
が
文
人
官
僚
　
　
れ
ば
、
こ
の
叙
爵
は
、
二
＋
二
日
に
行
わ
れ
た
大
嘗
会
に
伴
っ
て
の
こ
と
で



）

　
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
月
九
日
、
重
陽
宴
に
侍
し
、
「
天
泄
く
し
て
賓
鴻
を
識
る
」
の
題
で
詩
を
賦

o
寛
平
二
年
四
六
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
こ
の
時
、
同
座
し
た
詩
人
に
、
道
真
の
ほ
か
、
三
統
理
平
、
高
丘
五
常

　
正
月
二
十
八
日
、
図
書
頭
（
〔
公
〕
〔
外
〕
）
。
道
真
、
讃
岐
守
の
任
を
終
、
エ
て
帰
　
　
　
　
が
あ
る
。
道
真
の
作
は
『
菅
家
文
草
』
巻
五
（
卵
）
に
、
長
谷
雄
ら
三
人
の

京
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
は
、
頷
聯
・
頸
聯
の
み
を
羅
聚
句
題
抄
』
に
引
陥

○
寛
平
三
年
　
四
七
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
寛
平
七
年
　
五
一
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

三
月
九
日
、
文
轟
士
（
〔
公
〕
）
。
道
真
は
式
部
少
輔
、
蔵
人
頭
に
任
ぜ
、
b
れ
、
　
　
八
月
＋
三
日
、
正
五
位
下
に
昇
り
、
同
じ
＋
六
日
、
大
学
頭
に
任
ぜ
ら
れ
る

　
さ
ら
に
左
中
弁
を
兼
ね
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
〔
公
ご
。
道
真
は
従
三
位
中
納
言
に
昇
り
、
春
宮
権
大
夫
を
兼
ね
る
。

○
寛
平
四
年
　
四
八
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
、
先
の
元
慶
七
年
に
引
き
続
い
て
再
び
－
幾
到
を
大
使
と
す
る
渤
海
使
が

　
正
月
二
十
三
日
、
尾
張
介
を
兼
ね
、
五
月
二
十
三
日
に
は
讃
岐
介
を
兼
官
と
　
　
　
　
入
朝
し
た
。
道
真
が
再
び
接
伴
の
主
役
を
務
め
た
が
、
か
つ
て
の
嶋
田
忠
臣

撤
　
　
　
す
る
⌒
〔
公
〕
）
．
道
真
は
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
左
京
大
夫
姥
兼
ね
る
。
　
　
　
　
　
に
代
っ
て
そ
吻
般
を
輔
け
た
の
は
、
長
谷
雄
で
あ
っ
た
。
顯
目
家
文
草
』
巻
五

私
　
朱
、
、
馨
雄
の
文
亭
に
文
人
達
が
宴
集
し
、
曇
落
ち
て
庭
の
何
空
と
の
題
　
　
の
畑
「
客
館
に
，
櫟
，
を
書
し
て
、
琉
に
交
字
を
賦
し
、
渤
嚢
令
大
使
に
呈
す
」

刑
　
纏
森
ず
る
。
．
あ
時
の
道
真
の
作
が
鴛
目
家
文
草
』
巻
五
（
週
に
収
　
　
の
原
注
に
、
「
此
れ
自
り
以
後
七
首
は
、
予
別
に
勅
旨
を
奉
じ
て
、
吏
部
紀

モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
セ

御
　
め
ら
れ
、
そ
の
讃
に
付
し
た
注
に
、
「
時
に
諸
文
人
相
招
き
、
紀
学
士
の
文
　
　
侍
那
と
讃
館
に
識
リ
、
、
鵬
か
藷
を
命
ず
・
大
使
は
胃
の
主
客
な
り
し

鼎
　
亭
に
飲
す
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
鼻
い
、
峯
を
賦
さ
ん
と
す
．
一
席
響
応
し
、
唱
和
纏
す
L
と
い

延
○
寛
平
丑
年
四
九
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
。
た
だ
し
、
こ
の
席
で
唱
酬
さ
れ
た
作
と
し
て
、
道
真
に
は
こ
こ
に
い
う

雄
　
　
　
二
月
二
十
三
日
、
大
輔
に
転
じ
た
道
真
の
後
を
襲
っ
て
式
部
少
輔
に
任
ぜ
ち
　
　
　
　
通
り
七
首
の
詩
が
あ
る
が
、
長
谷
雄
に
は
全
く
残
ら
な
い
・

辮
　
れ
る
（
〔
公
〕
）
、
道
真
は
参
識
に
昇
り
武
部
大
輔
を
兼
ね
る
。
の
ち
左
大
弁
に
　
　
o
寛
平
八
年
五
二
歳

紀
　
　
　
転
じ
、
さ
ら
に
勘
解
由
艮
1
3
、
春
宮
，
5
6
を
も
兼
ね
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
月
二
十
一
日
、
雑
抱
を
聴
さ
れ
る
・
十
二
月
十
六
口
、
従
四
位
下
に
叙
せ

　
　
　
○
寛
平
六
年
　
五
〇
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
る
（
〔
公
〕
）
。

　
　
　
　
正
月
七
日
、
従
五
位
上
．
八
月
十
六
日
、
右
少
弁
に
補
せ
ら
れ
（
〔
公
〕
）
、
八
　
　
　
　
　
閾
正
月
六
旧
、
宇
多
天
皇
は
・
皇
太
子
以
下
を
従
え
て
、
雲
林
院
へ
大
が
か
リ

　
　
　
　
月
二
十
一
日
、
雌
唐
大
使
道
真
の
も
と
に
副
使
に
任
ぜ
ら
れ
る
（
『
紀
ヒ
、
　
　
　
　
　
な
遊
覧
を
行
っ
た
。
道
真
、
長
谷
雄
と
も
に
題
従
し
、
・
長
谷
雄
は
こ
の
行
幸

　
　
　
　
七
月
七
日
、
禁
中
に
俄
さ
れ
た
御
宴
に
、
雌
真
と
と
も
に
陪
り
、
毛
夕
秋
の
　
　
の
有
様
を
記
録
に
綴
っ
た
。
そ
の
記
が
『
紀
家
集
巻
＋
四
断
簡
』
に
残
る
・

　
　
　
　
穂
を
8
1
る
」
の
題
で
賦
さ
れ
た
宇
多
讃
の
御
剛
に
和
す
。
長
谷
響
作
は
　
　
こ
の
目
の
詩
作
と
し
て
、
翼
に
摯
雲
林
院
に
凪
従
し
、
讃
に
野
ず
・

　
　
　
　
供
し
て
残
ら
な
い
が
、
避
㍑
「
紀
藷
と
同
に
御
製
口
夕
秋
の
穂
噛
　
　
柳
か
観
る
所
を
璽
」
と
題
す
る
詩
と
詩
序
、
そ
れ
に
直
接
長
谷
雄
に
与

　
　
　
　
璽
」
詩
に
和
し
奉
る
作
」
（
貰
家
文
甚
寳
｝
が
あ
る
．
「
発
巴
は
、
艮
　
　
え
裏
「
行
幸
の
緕
、
惜
罧
院
の
勝
趣
を
憶
い
、
戯
－
・
に
吏
部
紀
侍
郎
に

5
　
谷
雄
に
近
似
し
藍
日
の
字
に
よ
希
醐
風
の
名
、
い
わ
ゆ
る
「
翻
名
」
⌒
三
中
　
皇
す
」
が
あ
り
、
長
谷
雄
に
こ
れ
に
応
え
た
尋
納
言
の
・
行
幸
の
僕
雲

　
　
　
　
歴
」
巻
＋
三
で
あ
る
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
院
の
勝
趣
を
憶
い
寄
せ
ら
れ
し
長
1
0
に
和
し
奉
る
三
紀
黍
」
）
が
あ
る
・



6

　
長
谷
雄
は
、
二
月
十
三
日
か
ら
、
数
年
の
後
、
そ
の
女
婿
で
あ
る
こ
と
か
ち
、
　
　
　
　
時
に
賦
し
た
道
真
の
詩
は
、
『
菅
家
文
草
」
巻
六
（
捌
）
。
こ
の
詩
序
と
詩
と

　
は
か
ち
ず
も
道
真
追
放
の
口
実
を
な
す
こ
と
に
な
る
斉
世
親
王
の
た
め
、
大
　
　
　
　
は
、
当
時
、
そ
の
周
囲
か
ら
執
拗
に
浴
び
せ
か
け
ら
れ
て
い
た
文
人
攻
撃
の

　
学
寮
に
お
い
て
「
文
選
』
の
講
書
を
始
め
、
そ
れ
は
十
月
十
九
日
に
終
了
し
　
　
　
　
風
潮
の
存
在
と
、
こ
れ
に
対
す
る
彼
ら
の
確
乎
た
る
対
峙
の
姿
勢
を
述
べ
て
、

　
た
。
そ
の
の
ち
党
宴
が
行
わ
れ
、
道
真
は
即
「
北
堂
文
選
党
宴
、
各
お
の
史
　
　
　
　
道
真
と
長
谷
雄
の
強
固
な
一
体
感
を
雄
弁
に
物
語
る
ま
た
一
つ
の
資
料
で
あ

　
を
詠
じ
、
句
「
月
に
乗
じ
て
海
潰
た
る
を
弄
ぶ
」
を
得
た
り
」
⌒
「
菅
家
文
草
」
　
　
　
　
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
今
は
こ
れ
以
上

　
巻
六
）
を
賦
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
説
か
な
い
。

O
寛
平
九
年
　
五
三
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
昌
泰
二
年
　
五
五
歳

　
五
月
二
十
五
日
、
文
章
博
士
の
官
は
元
の
ま
ま
、
式
部
大
輔
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
　
　
　
　
二
月
十
一
日
、
右
大
弁
に
任
ぜ
ら
れ
る
（
〔
公
〕
）
。
道
真
は
右
大
臣
に
昇
り
、

　
六
月
十
九
日
、
侍
従
を
兼
ね
る
（
〔
公
〕
）
．
道
真
は
時
平
と
雁
行
す
る
権
大
納
　
　
　
　
左
大
臣
時
平
と
並
ぷ
。

　
言
兼
右
大
将
と
な
り
、
位
は
正
三
位
に
昇
る
。

九
月
十
日
、
位
を
譲
っ
て
間
も
な
い
宇
多
上
皇
は
、
そ
の
居
所
朱
雀
院
に
詩
　
　
　
⑬
　
予
　
昔
内
宴
に
侍
り
て
、
草
木
共
に
春
に
蓮
う
を
賦
す
の
詩
に
曰
く
、
庭

雄
　
　
　
人
を
喚
ぴ
集
え
、
詩
宴
を
催
し
た
。
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
「
閑
居
に
秋
水
　
　
　
　
　
は
気
色
を
増
し
晴
沙
緑
に
、
林
は
容
輝
を
変
じ
て
宿
雪
紅
な
り
、
と
。

召
　
　
　
を
楽
し
む
」
の
題
で
賦
さ
れ
た
道
真
の
詩
と
詩
序
が
『
菅
家
文
草
」
巻
六
（
媚
）
　
　
　
　
こ
の
詩
に
つ
い
て
は
、
詩
題
に
疑
問
が
あ
る
。
こ
こ
に
長
谷
雄
が
道
真
の
称

蓑
　
　
　
に
、
長
谷
雄
の
詩
の
二
聯
が
『
類
聚
句
題
抄
」
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賛
を
得
た
も
の
と
し
て
掲
げ
る
一
聯
は
、
秀
句
と
し
て
後
の
「
和
漢
朗
詠
集
』

訂
　
　
○
昌
泰
元
年
　
五
四
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
上
・
早
春
、
「
和
漢
兼
作
集
」
巻
一
に
、
さ
ら
に
こ
の
一
聯
を
含
む
一
首
が
『
作

後
　
　
　
九
月
十
日
、
昨
年
寛
平
九
年
と
同
じ
く
、
宇
多
上
皇
は
朱
雀
院
に
文
人
を
招
　
　
　
文
大
体
」
の
、
他
本
に
は
な
く
、
類
従
本
の
み
に
、
い
ず
れ
も
長
谷
雄
の
作
と

　
　
　
　
集
し
、
九
日
後
朝
の
詩
宴
を
開
い
た
。
こ
の
日
、
長
谷
雄
は
咋
秋
の
道
真
に
　
　
　
し
て
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
詩
題
を
「
草
樹
暗
迎
春
」
と
す
る
。

　
　
　
　
代
っ
て
、
序
を
草
し
た
。
『
本
朝
文
粋
」
巻
十
所
収
の
「
九
日
後
朝
、
宴
に
朱
　
　
　
こ
の
異
同
は
、
「
草
樹
暗
迎
春
」
と
訂
正
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
も

　
　
　
雀
院
に
侍
り
て
、
同
に
「
秋
思
寒
松
に
入
る
」
を
賦
す
。
太
上
皇
の
製
に
応
　
　
　
こ
の
詩
句
を
引
く
後
代
の
三
書
が
、
一
致
し
て
そ
の
詩
題
を
「
草
樹
暗
迎
春
」

　
　
　
　
ず
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
詩
は
、
律
詩
の
頷
聯
・
頸
聯
を
引
く
の
を
原
則
　
　
　
と
す
る
こ
と
、
ま
た
「
草
木
共
逢
春
」
と
い
う
詩
題
が
、
史
料
に
残
る
こ
と
の

　
　
　
　
と
す
る
「
類
聚
句
題
抄
』
に
、
例
外
と
し
て
一
首
そ
の
ま
ま
を
収
め
る
。
ま
　
　
　
比
較
的
少
な
い
私
的
な
詩
宴
の
場
合
な
ら
と
も
か
く
、
『
日
本
紀
略
」
な
ど
に
、

　
　
　
　
た
道
真
の
詩
は
「
菅
家
文
草
」
巻
六
（
畑
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ぼ
毎
年
そ
の
記
事
の
見
ら
れ
る
内
宴
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
史
料
に
そ
の

　
　
　
　
こ
の
詩
宴
よ
り
お
よ
そ
ニ
カ
月
の
ち
の
閏
十
月
十
七
日
、
先
の
後
朝
の
詩
宴
　
　
　
記
載
の
見
ら
れ
ぬ
こ
と
、
さ
ら
に
、
他
方
、
「
草
樹
暗
迎
春
」
な
ら
ば
、
次
に
述

　
　
　
　
に
同
座
し
て
い
た
「
第
九
皇
子
」
、
お
そ
ら
く
は
文
徳
皇
子
貞
真
親
王
の
非
凡
　
　
　
べ
る
よ
う
に
、
史
料
に
記
載
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
の
詩
才
に
注
目
し
た
道
真
の
、
王
唱
で
、
改
め
て
親
王
の
文
亭
で
詩
宴
が
催
さ
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
、
こ
の
内
宴
は
昌
泰
元
年
⌒
八
九
八
）
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
れ
た
。
長
谷
雄
も
応
じ
て
こ
れ
に
列
な
り
、
序
を
草
し
て
、
上
述
の
よ
う
な
　
　
　
　
『
日
本
紀
略
」
の
そ
の
年
の
正
月
二
十
日
条
に
、
「
内
宴
。
題
に
云
う
、
草
樹
暗

　
　
　
詩
宴
開
催
に
到
る
経
緯
を
そ
の
前
半
に
述
べ
る
。
『
本
朝
文
粋
」
巻
十
一
。
同
　
　
　
迎
春
」
の
記
事
が
あ
る
。
こ
の
詩
宴
で
の
作
と
し
て
は
、
長
谷
雄
の
序
「
早
春
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
そ

　
　
　
内
宴
に
消
涼
殿
に
侍
り
て
、
同
じ
く
草
樹
暗
か
に
春
を
迎
う
を
賦
す
。
製
に
応
　
　
　
　
　
相
公
不
・
散
＝
欝
結
一
。
於
＝
建
春
門
一
見
レ
尋
工
菅
家
一
。
仰
云
、
富
貨
字
恨
不
レ

　
　
　
ず
」
が
「
本
朝
文
粋
」
巻
十
一
に
、
詩
が
、
前
述
の
ご
と
く
、
類
従
本
『
作
文
　
　
　
　
　
作
二
潤
屋
一
。
相
公
乃
改
作
云
々
。
⌒
「
類
従
本
」
巻
四
の
川
）

　
　
　
大
体
」
に
、
ま
た
道
真
の
詩
が
『
菅
家
文
草
』
巻
六
（
…
…
）
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
1
清
行
は
初
め
、
前
句
を
「
螂
県
村
刷
皆
掛
陣
」
と
し
た
詩
を
作
っ
て
、
内

　
　
　
　
長
谷
雄
の
詩
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
心
自
信
満
々
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
案
に
相
違
し
て
道
真
は
長
谷
雄
の
作
を

　
　
　
　
　
春
生
無
跡
漸
従
束
　
春
の
生
ず
る
こ
と
跡
無
き
闘
漸
く
來
よ
り
す
　
　
　
　
　
　
　
　
褒
め
る
ば
か
り
で
、
消
行
の
詩
に
は
何
の
関
心
も
示
さ
な
か
っ
た
。
そ
こ

　
　
　
　
　
草
壼
相
迎
暗
至
中
　
草
樹
（
注
補
）
相
迎
え
て
暗
か
に
中
に
至
る
　
　
　
　
　
　
　
　
で
心
穏
や
か
で
な
い
清
行
は
、
退
出
す
る
道
真
の
後
を
追
っ
て
理
由
を
尋

　
　
　
　
　
向
暖
因
緑
唯
媚
景
　
搬
か
さ
に
向
う
因
緑
は
た
だ
媚
景
な
る
の
み
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
た
と
こ
ろ
、
道
真
は
「
富
貨
」
の
二
字
は
「
潤
屋
」
と
す
べ
き
だ
と
教

　
　
　
　
　
尋
陽
媒
介
足
柔
風
　
陽
を
尋
ぬ
る
媒
介
は
柔
風
に
て
足
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
示
し
た
、
と
い
う
。

ー
　
　
　
　
庭
増
気
色
晴
沙
緑
　
庭
は
気
色
を
増
し
て
哨
沙
緑
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
『
十
訓
抄
』
巻
六
・
可
存
忠
直
事
に
も
、
清
廉
高
潔
な
人
物
の
故
事
を

溺
　
　
　
　
林
変
容
輝
宿
雪
紅
　
林
は
容
輝
を
変
じ
て
宿
雪
紅
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
る
な
か
に
、
前
句
に
比
重
を
お
き
つ
つ
、
標
掲
の
一
聯
を
引
X
が
、
そ
の
記

私
　
　
　
　
芳
艶
不
知
何
処
契
　
芳
艶
は
知
ら
ず
何
処
に
か
契
り
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
は
却
っ
て
こ
の
詩
句
の
脚
注
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

刑
　
誰
教
計
ム
三
時
通
誰
か
計
会
し
三
時
に
通
わ
し
め
し
　
　
　
　
　
或
文
云
、
趙
柔
と
い
ふ
人
、
路
に
あ
ふ
て
人
の
残
せ
る
所
の
金
珠
一
つ
ら

ヨ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
い

衡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
き
を
得
た
り
。
其
（
の
）
直
多
（
く
）
の
き
ぬ
に
あ
た
れ
り
と
い
へ
ど

糊
　
　
回
又
、
九
日
、
菊
一
叢
の
金
を
散
ず
を
賦
す
の
詩
に
曰
く
、
廉
士
は
路
中
に
　
　
　
　
　
も
、
主
を
よ
ぴ
か
へ
し
と
ら
せ
た
り
け
れ
ば
、
人
是
を
聞
き
て
大
に
う
や

延
　
　
　
　
疑
い
て
拾
わ
ず
、
道
家
は
煙
裏
に
誤
っ
て
応
に
焼
く
べ
．
し
、
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ひ
け
リ
。

雄
　
　
　
こ
の
詩
は
、
前
条
に
い
う
内
宴
の
翌
年
、
昌
泰
二
年
（
八
九
九
｝
の
重
陽
宴

硲
　
で
の
作
で
あ
る
、
『
日
本
紀
略
』
の
そ
の
日
の
条
に
い
う
、
「
天
皇
、
南
殿
に
御
　

⑭
故
伊
州
別
駕
田
大
夫
は
当
代
の
詩
匠
た
り
・
昔
美
州
別
駕
為
り
。
秩
満
ち

紀
　
　
し
、
頭
陽
の
宴
を
賜
う
．
題
に
云
う
、
菊
散
一
叢
金
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
帰
沽
し
、
予
が
旧
草
を
見
て
、
即
ち
人
に
語
り
て
曰
く
、
吾
始
め
紀
秀

　
　
　
　
こ
の
日
の
宴
で
の
詩
作
と
し
て
、
道
真
の
詩
が
『
汁
家
文
草
』
巻
六
（
刷
）
　
　
　
　
　
　
才
の
文
を
許
さ
ざ
り
き
。
我
見
ざ
り
し
よ
り
四
五
年
こ
の
か
た
、
体
製
は

　
　
　
に
、
三
憧
清
行
の
詩
の
一
聯
、
「
脳
県
村
間
皆
潤
屋
　
陶
家
児
子
不
乗
堂
」
が
、
　
　
　
　
　
昔
に
非
ず
、
日
ぴ
新
た
な
り
と
訓
う
べ
し
、
と
・
寛
平
年
中
、
田
大
夫
病

　
　
　
次
に
引
く
ご
と
く
、
『
江
減
抄
』
と
「
和
漢
兼
作
集
』
巻
八
と
に
あ
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
に
臥
し
て
遂
に
古
す
・

　
　
　
　
こ
こ
に
是
谷
雄
が
追
懐
す
る
ご
と
く
、
道
官
n
が
艮
谷
雄
の
こ
の
句
を
賞
揚
し
　
　
　
　
　
「
故
伊
州
別
駕
田
大
夫
」
は
嶋
田
皐
臣
で
あ
る
。
故
人
を
呼
ぷ
に
は
極
官
を

　
　
　
た
こ
と
が
、
『
江
膿
抄
』
に
は
、
艮
谷
雄
・
道
真
・
瀞
行
の
三
人
を
め
ぐ
る
一
つ
　
　
　
以
っ
て
す
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
こ
の
文
章
で
も
、
良
谷
雄
は
そ
の
例
に
倣
っ

　
　
　
の
抑
晒
と
し
て
簡
ら
れ
て
い
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
か
ら
、
こ
の
「
伊
州
」
、
す
な
わ
ち
『
大
日
本
史
』
巻
二
一
五
゜
嶋
田
忠

　
　
　
肺
県
村
刷
皆
澗
屋
陶
家
児
子
不
垂
堂
轍
企
蓼
　
　
　
　
　
　
　
臣
伝
に
は
伊
勢
介
と
解
し
、
『
大
日
本
史
料
』
第
一
篇
之
一
・
寛
平
三
年
是
歳
条

7
　
　
　
報
相
公
初
作
H
鰯
県
村
閥
皆
富
貨
一
云
々
、
公
存
丁
可
レ
有
昌
褒
榊
一
之
由
上
，
而
　
　
　
　
に
は
伊
賀
介
と
注
す
る
こ
れ
も
、
忠
臣
の
極
官
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
・

　
　
　
　
菅
家
只
英
＝
紀
納
自
廉
士
路
裏
句
】
、
不
レ
被
レ
感
二
此
詩
一
。
宴
罷
退
出
時
、
　
　
　
　
こ
の
称
謂
を
例
証
す
る
、
忠
臣
が
伊
勢
介
あ
る
い
は
伊
賀
介
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ



　
　
　
と
を
記
録
し
た
史
料
は
見
出
し
得
な
い
。
た
だ
『
田
氏
家
集
』
巻
下
の
川
〈
周
　
　
　
　
貞
観
十
四
年
秋
に
文
章
博
士
巨
勢
文
雄
を
講
師
と
し
て
始
ま
り
、
途
中
、
文

8
　
　
易
尭
宴
詩
序
〉
に
次
の
記
述
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雄
が
左
少
弁
に
遷
っ
た
後
は
、
道
真
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
て
、
元
慶
五
年
夏

　
　
　
　
　
寛
平
元
年
十
月
九
日
、
御
二
読
周
易
一
。
三
年
六
月
十
三
日
、
講
畢
。
博
士
　
　
　
　
に
終
っ
た
後
漢
書
講
書
の
党
宴
が
、
翌
六
年
の
春
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
、
詩

　
　
　
　
　
善
愛
成
把
レ
巻
奉
レ
授
。
別
駕
忠
臣
都
講
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
序
を
草
し
た
の
は
、
い
ま
だ
文
章
得
業
生
で
あ
っ
た
長
谷
雄
で
、
そ
の
作
は
「
本

　
　
　
　
寛
平
三
年
は
忠
臣
の
死
の
前
年
で
あ
る
。
忠
臣
は
こ
れ
よ
り
先
、
寛
平
二
年
　
　
　
朝
文
粋
」
巻
九
に
収
め
ら
れ
る
。
ま
た
道
真
・
忠
臣
も
こ
れ
に
加
わ
っ
て
お
り
、

　
　
　
一
一
月
に
は
典
薬
頭
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
、
る
が
、
そ
れ
を
冠
せ
ず
に
、
「
別
　
　
　
　
　
そ
の
詩
が
そ
れ
ぞ
れ
、
『
菅
家
文
草
」
巻
二
（
9
1
）
、
『
田
氏
家
集
」
巻
中
（
9
1
）

　
　
　
駕
」
と
称
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
後
、
こ
の
官
に
遷
っ
た
か
、
あ
る
い
は
こ
7
／
　
　
　
に
残
る
。

　
　
　
を
兼
ね
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
こ
に
称
す
る
「
別
駕
」
が
「
伊
州
別
駕
」
で
あ
ろ
　
　
　
　
美
濃
介
と
し
て
の
任
を
終
え
て
帰
京
し
、
再
び
長
谷
雄
の
詩
文
に
接
し
た
忠

　
　
　
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臣
は
、
自
分
が
離
京
し
て
い
た
間
に
お
け
る
長
谷
雄
の
詩
文
の
長
足
の
進
歩
に

　
　
　
　
忠
臣
が
「
美
州
別
駕
」
、
美
濃
介
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
元
慶
七
年
（
八
八
三
）
　
　
　
瞠
目
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
の
春
で
あ
る
。
『
田
氏
家
集
』
巻
中
の
㎜
「
元
慶
七
年
春
、
右
相
（
源
多
）
文
馬
　
　
　
　
だ
が
、
そ
の
存
在
が
当
然
予
想
さ
れ
る
忠
臣
と
長
谷
雄
と
の
間
で
と
り
交
わ

雄
　
　
を
賜
う
。
感
有
り
。
自
ら
題
す
」
と
い
う
詩
に
付
さ
れ
た
注
に
、
「
時
に
美
濃
に
　
　
　
さ
れ
た
唱
和
詩
は
全
く
残
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
文
に
互
の
名
が
記
さ
れ
る
こ

」
－
　
　
赴
任
す
。
故
に
今
騎
り
去
ら
ん
と
す
」
と
い
う
。
そ
う
し
て
パ
そ
の
美
濃
介
と
　
　
　
　
と
す
ち
、
そ
の
詩
文
集
を
失
っ
て
い
る
長
谷
雄
は
と
も
か
く
、
「
家
集
」
三
巻
を

旺　
　
　
し
て
の
四
年
の
任
期
を
終
え
て
、
仁
和
三
年
の
春
早
々
に
帰
京
し
た
と
思
わ
れ
　
　
　
存
し
て
い
る
忠
臣
に
も
、
は
な
は
だ
少
な
い
。
わ
ず
か
に
、
元
慶
七
年
四
月
の

ポ

．
H
　
　
る
。
そ
の
二
月
二
日
に
は
、
藤
原
良
積
が
後
任
の
美
濃
介
に
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
　
　
　
渤
海
使
入
朝
に
際
し
て
詠
ぜ
ら
れ
た
、
先
述
の
「
鴻
膿
贈
答
詩
」
所
収
詩
で
も

後
　
　
〔
「
一
二
代
実
録
」
そ
の
日
の
条
）
、
忠
臣
は
二
月
三
旧
の
釈
莫
に
は
列
な
っ
て
、
…
…
　
　
　
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、
忠
臣
の
㎜
「
渤
海
斐
使
頭
の
菅
侍
郎
・
紀
典
客
に
酬
い
ち

　
　
　
「
仲
春
釈
奨
、
春
秋
を
講
ぜ
ら
る
る
を
聴
き
、
左
氏
は
艶
に
し
て
富
な
り
を
賦
　
　
　
れ
し
行
字
の
詩
に
継
ぎ
て
和
す
」
（
「
田
氏
家
集
」
巻
中
）
を
、
聞
接
的
贈
答
詩
と

　
　
　
す
」
（
「
田
氏
家
集
」
巻
下
）
の
詩
を
詠
じ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
見
る
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
、
二
人
の
心
の
交
流
の
軌
跡
を
作
品
に
則
し

　
　
　
　
長
谷
雄
は
、
そ
の
知
遇
に
感
ず
べ
き
人
物
と
し
て
道
真
に
次
い
で
、
忠
臣
を
　
　
　
て
た
ど
る
こ
と
は
望
め
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
お

　
　
　
数
え
る
。
忠
臣
と
の
交
誼
は
、
前
稿
の
⑧
に
述
べ
た
、
元
慶
の
初
年
、
長
谷
雄
　
　
　
　
忠
臣
の
病
没
は
究
平
四
年
（
八
九
二
）
で
あ
る
．
時
に
六
十
五
歳
で
あ
っ
た
。

　
　
　
が
菅
家
の
「
同
門
に
党
し
た
」
こ
と
を
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
　
　
　
道
真
の
、
そ
の
死
を
哀
惜
す
る
詩
が
残
る
。

　
　
　
詳
し
く
検
討
し
た
ご
と
く
、
忠
臣
は
、
道
真
が
も
っ
と
も
し
ば
し
ば
「
吾
が
党
」
　
　
　
　
　
　
聞
　
田
詩
伯
を
奨
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
は
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
に
が
を
　
　
く
ら
り

　
　
　
あ
る
い
は
「
同
門
」
の
語
を
も
っ
て
呼
ぷ
人
物
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奨
如
考
批
苦
准
茶
　
奨
く
こ
と
考
砒
の
如
く
に
し
て
苦
き
こ
と
茶
を
准
う

　
　
　
　
そ
の
1
8
臣
も
、
か
つ
て
道
真
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
し
ぱ
ら
く
は
、
そ
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と
し

　
　
　
れ
は
元
慶
七
年
、
忠
臣
が
美
濃
介
と
な
っ
て
京
を
離
れ
る
以
前
の
こ
と
で
あ
る
　
　
　
　
　
長
断
生
涯
燥
湿
倶
と
監
已
生
涯
燥
湿
を
倶
に
す
る
こ
と
断
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
ゆ

　
　
　
が
、
長
谷
雄
の
才
能
に
格
別
に
注
視
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
の
作
品
　
　
　
　
　
縦
不
傷
君
傷
我
道
　
縦
い
君
を
傷
ま
ず
と
も
我
が
道
を
傷
む

　
　
と
し
て
現
存
す
る
も
の
は
少
な
い
が
、
例
え
ば
次
の
詩
序
な
ど
は
そ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
非
唯
究
死
袈
遺
孤
　
唯
に
死
を
果
す
る
の
み
に
非
ず
避
れ
』
灘
が
堤
く



　
　
　
　
　
万
金
声
価
難
灰
滅
　
万
金
の
声
価
は
灰
と
滅
ゆ
る
こ
と
難
し
　
　
　
　
　
　
　
　
と
高
丘
五
常
と
は
、
と
も
に
そ
の
極
官
は
不
明
で
あ
る
。
一
方
、
と
も
に
五
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
　
　
　
三
径
貧
居
任
草
蕪
　
三
径
の
貧
居
は
草
の
蕪
る
る
に
任
せ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
で
卒
し
た
こ
と
は
、
茂
範
に
つ
い
て
は
、
『
尊
卑
分
脈
』
に
「
従
五
上
」
の
注
記

　
　
　
　
　
自
是
春
風
秋
月
下
　
是
れ
よ
り
は
春
風
秋
月
の
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
五
常
に
つ
い
て
は
、
「
二
中
歴
』
巻
十
二
・
詩
入
歴
の

　
　
　
　
　
詩
人
名
在
爽
応
無
　
詩
人
の
名
は
在
る
も
実
は
応
に
無
か
る
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
「
瑞
者
・
諸
大
夫
」
の
項
に
そ
の
名
を
録
し
、
「
従
五
下
」
と
注
記
す
る
こ
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
菅
家
文
草
」
巻
五
）
　
　
　
ら
、
咽
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
前
述
の
二
を
論
拠
と
し
て
は
、
い
ず
れ
と
も

　
　
　
ま
リ
ト
と

　
　
　
　
真
の
「
詩
人
」
の
没
し
た
こ
と
を
悲
し
む
こ
の
痛
惜
の
情
は
、
忠
臣
を
そ
の
　
　
　
決
定
し
難
い
。

　
　
　
生
涯
に
お
け
る
真
の
知
己
の
一
人
と
し
て
こ
の
序
文
に
記
す
長
谷
雄
も
、
共
有
　
　
　
　
ま
ず
高
階
茂
範
説
に
つ
い
て
。
「
高
大
夫
」
に
茂
範
を
比
定
さ
れ
る
柿
村
氏
は
、

　
　
　
す
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
案
二
雑
言
奉
和
一
、
高
大
夫
、
藍
高
階
茂
範
也
」
と
そ
の
根
拠
を
示
し
て
お
ら

　
　
　
　
な
お
、
こ
の
詩
は
、
道
真
と
長
谷
雄
と
に
お
け
る
〈
詩
人
〉
の
認
識
を
、
後
　
　
　
れ
る
。
こ
れ
を
敷
術
す
れ
ば
、
そ
の
「
雑
言
奉
和
」
と
は
、
「
雑
言
奉
和
』
に
収

ぱ
　
　
に
改
め
て
問
題
と
す
る
際
に
、
再
び
検
討
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
め
る
、
延
喜
元
年
秋
、
左
大
臣
時
平
の
城
南
の
水
石
亭
に
催
さ
れ
た
大
蔵
善
行

　
ピ私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
賀
の
詩
宴
で
賦
さ
れ
た
詩
文
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
十
九
名

胸
　
　
⑮
　
故
越
州
別
駕
高
大
夫
は
文
を
も
っ
て
知
ら
る
。
予
と
相
い
善
し
。
遂
に
交
　
　
　
　
の
文
人
の
二
十
六
首
の
詩
文
の
中
に
、
こ
の
時
、
序
者
と
な
っ
た
長
谷
雄
の
詩

エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

翻
　
　
　
　
わ
り
を
鵠
硯
の
削
に
定
む
。
そ
の
命
無
き
に
遇
い
て
、
託
す
る
に
一
子
を
　
　
　
序
と
詩
、
そ
し
て
治
部
大
軸
高
階
真
人
茂
範
の
七
律
と
が
あ
る
。
こ
の
こ
と

ノ
イ脚

　
　
　
　
以
っ
て
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
、
柿
村
氏
は
、
両
者
の
詩
作
を
通
じ
て
の
親
交
を
想
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

延
　
　
　
「
故
越
州
別
駕
大
夫
」
を
誰
に
比
定
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
二
説
　
　
　
う
が
、
こ
の
詩
文
の
存
在
は
必
ず
し
も
二
人
の
親
交
を
証
拠
立
て
る
も
の
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

化
　
　
が
あ
る
。
一
つ
は
高
階
茂
範
と
す
砲
説
で
あ
リ
、
一
つ
は
高
丘
五
常
と
す
る
釧
　
　
　
あ
り
得
な
い
。

ま硲
　
　
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
一
般
的
に
い
っ
て
、
少
人
数
で
の
私
的
な
詩
会
な
ら
ば
と
も
か
く
、
か

紀
　
　
　
両
説
を
検
肘
す
る
、
前
に
、
詩
序
の
記
述
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
、
「
故
越
州
別
駕
　
　
　
か
る
時
の
政
治
権
力
者
の
意
向
の
存
在
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
公
的
な
詩
宴
に

　
　
　
高
大
夫
」
に
比
定
さ
れ
る
人
物
の
4
4
有
す
べ
き
条
件
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
　
　
　
　
お
い
て
は
、
そ
こ
に
同
席
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
間
に
親
密
な

　
　
　
　
一
つ
に
、
長
谷
雄
の
姥
年
よ
り
は
当
然
の
こ
と
、
序
文
の
後
の
記
述
か
ち
、
　
　
　
交
友
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
拠
と
は
必
ず
し
も
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
凸
泰
四
年
の
道
真
の
左
遷
よ
り
以
前
に
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
忠
臣
の
没
し
た
　
　
　
　
ま
た
こ
の
場
合
に
即
し
て
い
え
ぱ
、
前
稿
に
お
い
て
、
こ
の
集
序
に
い
う
「
先

　
　
　
寛
平
四
年
以
後
に
、
卒
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
師
」
の
問
題
を
考
察
し
て
、
大
蔵
善
行
に
首
及
し
た
が
、
そ
こ
で
は
な
お
、
「
長

　
　
　
　
二
つ
に
、
卒
時
に
は
、
五
位
の
位
に
あ
り
、
越
前
、
越
中
、
ま
た
は
越
後
の
　
　
　
谷
雄
が
大
蔵
轡
行
を
師
と
し
て
学
ん
だ
こ
と
も
ま
た
、
こ
れ
は
長
谷
雄
自
身
が

　
　
　
介
で
あ
っ
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
述
べ
る
と
こ
ろ
か
ち
、
明
確
な
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
師
弟
関
係
が
、
い

　
　
　
　
そ
の
三
に
文
入
と
し
て
す
ぐ
れ
、
長
谷
蹴
と
は
親
呪
の
川
柄
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
つ
頃
の
、
ど
の
よ
う
な
形
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
他
に
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
」

9
　
　
　
一
故
越
州
別
駕
高
大
夫
」
は
、
お
お
よ
そ
こ
う
し
た
条
件
の
す
べ
て
、
あ
る
　
　
　
と
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
存
疑
に
つ
い
て
の
私
見
を
提
出
す
る

　
　
　
い
は
そ
の
い
ず
れ
か
に
妥
当
す
る
人
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
高
階
茂
範
　
　
　
も
の
と
し
て
草
し
た
「
大
蔵
善
行
七
十
賀
磯
宴
に
つ
い
て
」
（
『
古
代
文
化
」
2
7
巻



　
　
　
7
号
）
で
、
委
細
に
述
べ
た
ご
と
く
、
善
行
と
賀
宴
の
列
席
者
と
は
、
現
代
語
と
　
　
　
量
さ
れ
る
。

抽
し
’
L
の
意
肇
の
師
弟
関
係
に
あ
る
と
し
て
、
こ
こ
に
；
の
茜
と
し
て
の
　
そ
の
経
歴
を
、
お
も
三
外
記
補
廷
に
拠
ぞ
た
ど
れ
ば
・
蚕
．
．
宇
＋

　
　
　
大
蔵
善
行
門
の
形
成
を
見
よ
、
つ
と
す
る
、
従
来
し
ば
し
ば
説
か
れ
て
き
た
よ
、
つ
　
元
に
文
章
得
董
と
な
り
、
天
慶
二
年
．
元
七
九
三
月
の
時
点
で
は
出
雲
権

　
　
　
な
理
解
は
成
り
立
ち
得
な
い
．
従
っ
て
、
こ
の
『
笹
冒
口
奉
避
所
収
の
詩
文
を
　
橡
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
記
す
の
は
、
都
良
香
の
「
帯
ぶ
る
所
の
内
記
の
職

　
　
　
論
拠
と
し
て
、
こ
こ
に
登
場
す
る
人
ぴ
と
の
聞
に
、
師
弟
関
係
あ
る
い
は
同
党
　
を
以
っ
て
諸
才
者
に
譲
与
せ
ん
こ
と
を
請
う
状
三
都
氏
文
集
」
巻
五
三
あ
り
・

　
　
　
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
．
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
は
そ
の
候
補
者
と
し
三
出
雲
馨
高
岳
五
常
」
を
含
む
四
人
を
挙
げ
・

　
　@
の
鷲
読
竃
罐
詩
㌔
の
麟
竃
巽
静
ゴ
海
竃
藁
聾
ガ
蕊
嫉
聾
鐘
計
鶯
鋸

　
　
　
の
集
序
の
行
文
か
ら
、
道
真
が
左
遷
さ
れ
た
日
日
泰
四
年
、
す
な
わ
ち
延
喜
元
年
　
　
　
外
記
の
官
に
就
き
、
仁
和
元
年
正
月
に
大
外
記
に
昇
任
・
こ
れ
よ
り
先
・
対
策

　
　
　
以
前
の
卒
去
で
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
高
階
茂
範
は
、
そ
の
道
　
　
　
に
及
第
す
る
。

　
　
　
真
追
放
の
祝
宴
と
説
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
、
序
者
長
谷
雄
が
症
喜
元
年
の
秋
」
　
　
そ
の
こ
と
は
『
外
記
補
任
』
元
慶
六
年
条
に
、
「
策
四
＋
七
」
の
注
記
が
あ
る
・

雄
　
　
と
明
記
す
る
大
蔵
善
行
七
十
賀
詩
宴
に
列
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
　
　
　
こ
れ
は
早
卒
に
読
め
ぱ
、
こ
の
年
四
十
七
歳
で
及
第
し
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る

昭
　
　
か
ら
も
、
高
階
茂
範
は
「
故
越
州
別
駕
高
大
夫
」
で
は
あ
り
得
な
い
。
｜
－
　
　
　
　
　
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
年
す
で
に
五
常
は
左
少
史
を
経
て
、

藍
　
　
　
次
に
高
丘
五
常
に
つ
い
て
。
五
常
を
「
高
大
夫
」
に
比
定
す
る
先
行
の
論
は
、
　
　
　
少
外
記
の
官
に
あ
っ
た
が
、
文
章
得
業
生
は
対
策
以
前
に
官
に
任
ず
る
こ
と
は

∴
藁
霞
麟
誘
㌔
談
抄
に
次
の
記
事
が
あ
有
「
醍
醐
寺
欝
弓
魏
籔
躍
蕪
鷲
剛
霞
難
詫

　
　
　
　
　
又
云
わ
く
、
統
理
平
．
高
五
常
は
詩
の
工
み
な
る
者
な
り
。
紀
家
深
く
五
　
　
　
こ
れ
よ
り
少
し
遡
っ
た
時
、
元
慶
五
年
あ
る
い
は
四
年
と
考
え
る
の
が
妥
当
で

　
　
　
　
　
常
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
（
後
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
こ
こ
に
い
う
「
紀
家
深
く
五
常
に
感
せ
ら
る
」
の
一
文
が
、
集
序
の
「
故
越
　
　
　
　
こ
の
時
、
問
頭
と
し
て
対
策
を
課
し
た
の
は
道
真
で
あ
り
、
そ
の
策
問
、
「
澆

　
　
州
別
駕
高
大
夫
は
予
と
相
い
善
し
。
遂
に
交
わ
ー
ー
を
筆
硯
の
間
に
定
む
」
の
記
　
　
　
淳
を
叙
ぺ
よ
」
「
魂
醜
を
齢
わ
せ
」
の
二
条
を
『
菅
家
文
草
』
巻
八
に
録
す
る
。

　
　
述
と
照
応
す
る
も
の
の
ご
と
く
思
わ
れ
る
。
後
代
の
資
料
で
は
あ
る
が
、
他
に
　
　
　
　
そ
の
の
ち
、
仁
和
二
年
正
月
に
外
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
」
と
劇
筑
後
介
に

　
　
　
「
故
越
州
別
駕
高
大
夫
」
に
つ
い
て
の
手
が
か
り
を
見
出
し
得
な
い
今
は
、
こ
　
任
ぜ
ら
れ
て
、
な
ぜ
か
旬
日
を
お
か
ず
、
紀
伊
介
に
遷
っ
て
外
官
に
出
で
（
三

　
　
　
の
『
江
談
抄
』
の
記
載
に
よ
っ
て
、
私
も
「
故
越
州
別
駕
高
大
夫
」
は
高
丘
五
　
　
　
代
実
録
」
二
十
一
日
条
）
、
寛
平
三
年
、
大
学
助
と
な
る
・

　
　
常
と
考
定
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
、
高
丘
五
常
の
経
歴
に
つ
い
て
の
お
お
よ
そ
を
述
べ
た
が
、
そ
の
卒
年

　
　
　
こ
こ
で
、
資
料
に
知
ら
れ
る
限
り
で
、
五
常
の
輪
郭
を
な
ぞ
っ
て
み
る
と
、
　
　
　
は
不
詳
で
あ
る
。
た
だ
し
、
資
料
の
う
ち
に
昌
泰
四
年
以
降
の
生
存
を
示
す
も

　
　
ま
ず
、
そ
の
父
祖
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
先
に
、
同
じ
高
丘
氏
と
し
て
、
　
　
　
の
は
見
出
せ
ず
、
前
掲
の
「
故
越
州
別
駕
高
大
夫
」
の
条
件
の
・
そ
の
一
と
し

　
　
　
『
凌
雲
集
』
の
詩
人
高
丘
弟
越
が
あ
り
、
五
常
と
の
何
ら
か
の
つ
な
が
り
が
推
　
　
　
た
も
の
に
抵
触
す
る
こ
と
は
な
い
。



　
　
　
　
な
お
先
に
触
れ
た
ご
と
く
、
五
常
は
、
四
十
七
歳
で
の
対
策
を
仮
に
元
慶
四
　
　
　
　
　
誤
謬
及
び
島
田
忠
臣
の
没
年
に
及
ぷ
ー
」
（
「
古
記
録
の
研
究
ご
。

　
　
　
年
の
こ
と
と
す
れ
ば
、
長
谷
雄
よ
り
は
十
一
歳
の
年
長
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
柿
村
重
松
「
本
朝
文
粋
註
釈
」
。

　
　
　
　
五
常
の
文
章
は
、
在
原
行
平
の
た
め
に
草
し
た
「
奨
学
院
を
建
立
せ
ん
こ
と
　
　
　
　
　
　
川
口
久
雄
『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
」
二
二
四
ペ
ー
ジ
。

　
　
　
を
甜
う
状
」
が
『
本
朝
文
粋
』
巻
五
に
、
詩
は
『
扶
桑
集
』
『
類
聚
句
題
抄
』
『
新
　
　
　
　
1
0
　
『
大
日
本
史
料
」
延
喜
十
二
年
二
月
十
日
条
。

　
　
　
撰
朗
詠
集
』
に
、
侠
句
で
あ
る
も
の
を
も
含
み
つ
つ
、
六
首
残
る
の
み
に
過
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
所
功
「
三
善
清
行
」
一
〇
六
ペ
ー
ジ
。

　
　
　
な
い
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
注
m
に
同
じ
。

　
　
@
　ﾜ
常
が
そ
の
死
に
臨
ん
で
、
長
谷
雄
に
叢
を
芒
た
と
い
三
子
」
も
　
き
舗
蛤
誘
露
肝
曇
竪
．
↑
議
納
三
伊
周
）
の
§

　
　
　
明
ち
か
に
し
得
な
い
。
な
お
、
こ
の
こ
と
に
関
連
す
る
こ
と
と
し
て
付
言
す
れ
　
　
　
　
　
に
陪
し
、
飛
州
刺
史
の
任
に
赴
く
を
随
す
・
教
に
応
ず
る
詩
」
序
に
・
「
天
徳
゜

　
　
　
ぱ
、
五
常
の
孫
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
水
言
抄
』
の
「
目
録
」
に
、
「
相
如
　
　
　
　
　
応
和
の
問
、
天
下
の
士
女
の
才
子
を
語
る
者
、
．
多
く
高
俊
（
高
丘
相
如
）
°
茂
能

閨
　
　
五
常
孫
事
」
の
H
条
が
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
『
江
談
抄
』
の
他
の
本
に
は
見
え
　
　
　
　
　
　
（
慶
滋
保
胤
）
を
い
う
」
と
あ
る
。

私
　
　
ず
、
『
水
汀
抄
』
に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
相
当
す
る
本
文
を
欠
き
、
目
録
に
の
み
　
　
　
注
補
　
「
螢
」
は
「
古
今
異
字
叢
」
（
巻
上
・
4
5
表
）
に
よ
れ
ば
「
樹
」
の
異
休
字
。

臼
　
　
見
え
る
記
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
村
上
朝
の
後
半
、
天
徳
・
応
和
の
　
　
　
　
　
こ
の
こ
と
、
中
村
博
保
氏
の
教
示
を
得
た
。

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
ロ

臨
　
　
間
、
天
下
の
人
士
に
そ
の
才
能
を
慶
滋
保
胤
と
併
称
さ
れ
た
と
い
う
相
如
は
五
　
　
　
　
〔
付
紀
）
本
稿
は
昭
和
五
十
年
度
文
部
省
科
学
研
究
助
成
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ

以
　
　
常
の
孫
に
当
る
。
（
以
下
続
稿
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

甑
‥

随
化
　
　
注
1
　
番
号
は
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
認
1
1
家
文
草
菅
家
後
集
」
に
付
さ
れ
た
も
の
・

ハ谷
　
　
　
以
…
1
1
同
じ
、
ま
た
以
下
の
本
文
も
こ
れ
に
拠
る
。

ア
く田

　
　
　
2
　
「
三
代
実
録
」
貞
観
十
二
年
九
月
十
一
日
条
に
「
文
章
得
業
生
正
六
位
下
菅
原
朝

ホ　
　
　
　
　
臣
道
真
一
階
を
加
叙
せ
口
る
。
対
策
に
中
上
第
を
得
た
る
を
以
っ
て
な
リ
。
須
く

　
　
　
　
　
じ
　
　
ト
　
　
　
　
　
コ
　
　
ぴ
　
　
ッ
　
　
サ
　
　
も
　
　
　
　
　
ス
　
　
ス
　
　
じ
　
　
ぼ
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
格
旨
に
依
り
て
三
階
を
加
進
す
べ
し
，
而
る
に
本
位
正
六
位
下
な
り
。
伽
っ
て
一

　
　
　
　
　
階
を
叙
す
」
と
あ
る
が
、
こ
の
三
階
の
加
叙
を
定
め
た
格
の
所
在
は
確
か
め
得
て

　
　
　
　
　
い
な
い
。

　
　
　
　
3
　
抽
稲
「
拠
文
学
史
上
の
親
丑
」
（
「
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
紀
嬰
」
2
3
号
）
、

　
　
　
　
4
　
摘
稿
「
文
人
川
峰
1
・
道
虞
の
周
辺
ー
」
（
「
日
本
文
学
」
二
四
三
号
｝
。

　
　
　
　
5
推
号
は
群
井
獺
従
本
に
付
し
た
一
連
番
号
。
以
下
同
じ
。

　
　
　
　
6
　
金
原
理
「
嶋
川
忠
臣
伝
考
」
⌒
「
照
文
研
究
」
2
0
号
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

1
　
　
　
　
　
7
・
　
t
注
ρ
U
に
口
凹
L
じ
“

　
　
　
　
8
甲
川
利
雄
「
「
W
家
文
草
」
巻
五
の
含
む
…
川
題
に
つ
い
て
ー
「
旧
本
・
紀
略
」
の


